
岡崎市長　内田  康宏

岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを
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　令和７年度の予算は、『岡崎再生・「夢ある新しい岡崎」の実現へ』と銘打ち、市民生活の
安心・安全を保つために持続可能な財政運営を図りつつ、子どもたちが笑顔で輝くまち、
そして岡崎再生への想いを込めて予算編成を行いました。
　特に、子育て世帯の負担を軽減するため、市立小中学校の給食費無償化については、これ
までの４月分に加え、12月分も対象にいたします。更に物価高騰による給食材料費の高騰
に対し、国の臨時交付金を活用することで、市立小中学校、公立保育園・こども園、私立保
育園における給食費の保護者負担を据え置きいたします。高校生世代の通院医療費の無償化
についても、持続可能な制度とした上で、早期実現を目指してまいります。
　市民のみなさまからの大きな期待と、そしてさらなる岡崎の発展に向けて、市民のみなさ
まが岡崎に住んで本当によかった、生まれてよかったと心から実感していただけるまちづく
りのために、全力で取り組んでまいります。

令和７年度予算
『岡崎再生・「夢ある新しい岡崎」の実現へ』

詳しくは、8ページをご覧ください。

　FCマルヤス岡崎は、今年4月に岡崎市に本社を移転し
9月には創業70年を迎えるマルヤス工業株式会社のサッ
カークラブで、Jリーグに次ぐアマチュア最高峰のリーグ
「日本フットボールリーグ（JFL）」に所属しています。
　今シーズンのスローガンは「“win”～己に勝つ・和で勝
つ・魅せて勝つ～」。井幡監督は「トレーニングは己と
の戦いです。己に勝ち、試合に出場することが第１歩」
だと話します。“和 ”は、マルヤス工業株式会社の行動
指針でもあります。「選手や監督だけでなく、クラブの
運営陣を含め組織一丸となって勝ちに執着する」とマル
ヤス魂を燃やします。そして、“魅せる”。サッカーは足
が速い、身体が強いといったフィジカル面が重視されま
すが「FCマルヤス岡崎が目指すのは見ている人を魅了
して勝つサッカー」だと言います。「我がクラブには体
格が比較的小さい選手が多いですが、俊敏さ、細やかさ
が武器になる。昨シーズンは引き分けで勝ち切れない試
合が多かったですが、今シーズンは結果を出すことで
岡崎の皆さんに喜んでもらいたい」と意気込みます。

　今シーズンのFCマルヤス岡崎は「フレッシュ」です。
新加入の選手を11人迎え、既存選手の刺激にもなる
新しい風を吹き入れました。そして注目すべきは選手の
年齢層。JFLに所属するクラブはチーム補強のために
Jリーグで活躍していたベテラン選手を獲得することが
多い中、FCマルヤス岡崎には学生や地域リーグから加
入する若手選手が多いのが特徴です。井幡監督は「成長
途中の選手を育て、強くなっていくクラブの姿に期待し
てほしい」と話します。
　FCマルヤス岡崎の活躍は試合だけにとどまりません。
市内の子どもたちにサッカー教室を開催するなど、ス
ポーツで岡崎を盛り上げる活動も行い、岡崎の子どもた
ちに希望と勇気を与えています。「こうした活動を通じ
て皆さんにクラブのことを知ってもらえるのは選手に
とっても貴重な機会。皆さんからの応援が選手の背中を
押してくれます」と感謝の気持ちをみせる井幡監督。
FCマルヤス岡崎は岡崎中の応援を力に勝利を重ね、岡
崎の名を全国に轟かせてくれるでしょう。




